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┃【１ 「担い手経営安定新法」情報 ┃】

┃ －省令が公布されるとともに、要領が発出されました－ ┃

┃【２ 「品目横断的経営安定対策のポイント（雪だるまパンフ 」と「品目横断 ┃】 ）

┃ 的経営安定対策に関するＱ＆Ａ」を更新しました！ ┃

┃【３】地域の話題等 ┃

┃ ☆がんばるＪＡ！～ＪＡ周桑における担い手育成の取組～ ┃

┃ （ＪＡ周桑、中国四国農政局発）┃

┃ ★集落営農推進リーダーの活動を応援する「集落リーダー通信」を創刊！ ┃

┃ （近畿農政局発）┃
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【１ 「担い手経営安定新法」情報】

－省令が公布されるとともに、要領が発出されました－

品目横断的経営安定対策については、先週６月２１日に「担い手経営安定新法」

の法律及び政令が公布されたことに引き続き、本日６月２７日、省令（施行規則）

が公布されました。施行は法律及び政令と同じく平成１９年４月１日となっていま

す。

┌＜省令規定事項＞────────────────────────────┐

│(1) 交付金の対象となる認定農業者の経営規模の基準（法第２条第２項第１号 │

│ イ関係） │

│(2) 交付金の対象となる農作業受託組織の要件及び経営規模の基準（法第２条 │

│ 第２項第１号ロ関係） │

│(3) 環境と調和のとれた農業生産の基準（法第２条第２項第２号関係） │

│(4) 耕作の目的に供されないと見込まれる農地の基準（法第２条第２項第３号関│

│ 係） │

│(5) 「生産条件不利補正交付金」における「過去の生産実績」に係る期間及び │

│ 面積の算出方法（法第３条第１項第１号関係） │

│(6) 「特定対象農産物 （ 生産条件不利補正交付金」の対象農産物）の品質区 │」「

│ 分及び品質区分別の生産量（法第３条第４項関係） │

│(7) 「収入減少影響緩和交付金」の交付基準となる「前年度収入額」及び「標 │

│ 準的収入額」の算出方法（法第４条第１項関係） │
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│(8) 「収入減少影響緩和交付金」の対象農業者が積み立てる積立金の基準（法 │

│ 第４条第１項関係） │

│(9) 交付金の交付申請の内容（法第５条第１項関係） │

└────────────────────────────────────┘

また、品目横断的経営安定対策の実施要領も同日付けで発出しました。

この要領は、

・対策の対象者要件の確認書類

・特例基準のガイドライン

・加入手続の時期や必要な書類

・生産条件不利補正対策及び収入減少影響緩和対策の対象数量の確認方法

など、対策の内容を詳細かつ網羅的にまとめたもので、申請に必要な各種申請書の

様式も掲載されています。

これまで 「品目横断的経営安定対策のポイント（雪だるまパンフ 」や「品目、 ）

横断的経営安定対策に関するＱ＆Ａ」などでご紹介した内容がほとんどですが、是

非こちらもご覧ください。

省令と要領は、本日中に農林水産省のホームページにアップしましたので、加入

申請書の様式については、こちらを印刷して使用できます。

http://www.maff.go.jp/ninaite/menu8.html→

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

【２ 「品目横断的経営安定対策のポイント（雪だるまパンフ 」と「品目横断的経】 ）

営安定対策に関するＱ＆Ａ」を更新しました！

「担い手経営安定新法」が政省令や実施要領が発出されたことなどに伴い、本日

６月２７日、品目横断的経営安定対策の内容等をまとめたパンフレット「品目横断

的経営安定対策のポイント（雪だるまパンフ 」についても更新し、農林水産省ホ）

ームページに掲載しました。

表紙も一新し、内容も更に充実していますので、是非ご覧ください。

http://www.maff.go.jp/ninaite/→

また、本対策へのよくある質問にお答えした「品目横断的経営安定対策に関する

Ｑ＆Ａ」についても、同日付で内容を大幅に更新していますので、こちらもご覧く

ださい。

http://www.maff.go.jp/ninaite/menu8.html→

Ｑ＆Ａから一部をご紹介します。

【加入手続関係】

Ｑ：新しい対策の手続きの流れを教えてください。
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Ａ：交付を受けようとする交付金や作付ける対象品目の種類によっても異なります

が、おおまかな流れは次のとおりです （時期は１９年産の場合）。

(1) 加入申請（秋まき麦を作付ける農業者で収入減少影響緩和対策に加入する場合

は１８年９月１日から１１月３０日までの間、その他の農業者の場合は１９年４

月１日から６月３０日までの間）

・ 農業者は国（地方農政事務所等）に、交付を受けようとする交付金の種類、

対象品目の作付計画等を申請します。

・ 併せて、対象者要件を満たしていることを証する各種書類も提出します（後

日提出していただく書類も一部あります 。）

(2) 過去の生産量の登録（１９年６月３０日まで）

・ 農業者は国に、１６年から１８年の対象品目の生産量を登録します。

(3) 「収入減少影響緩和対策」の積立金の拠出（１９年７月３１日まで）

・ 農業者は積立金管理者に、積立金を拠出します。金額は予め国から通知され

ます。

(4) 「過去の生産実績に基づく支払」の交付申請（１９年９月３０日まで）

・ 農業者は国に、過去の生産実績等を申請します。過去の生産実績は予め国か

ら通知されます。

・ その後、国の審査を経て、交付金が交付されます。

(5) 「毎年の生産量・品質に基づく支払」の交付申請（２０年２月１５日まで）

・ 農業者は国に、１９年産の対象品目の生産量等を申請します。

・ その後、国の審査を経て、交付金が交付されます。

(6) 「収入減少影響緩和対策」の生産実績数量の報告（２０年４月１５日まで）と

交付申請（２０年６月３０日まで）

・ 農業者は国に、１９年産の対象品目の生産量等を申請します。

・ その後、国の審査を経て、国からは交付金の交付が、積立金管理者からは積

立金の払戻しが行われます。

Ｑ：新しい対策の加入手続きはどのようにすればよいのですか。

Ａ：新しい対策の交付金を受けようとする農業者は、まずは対策の加入申請を行って

いただく必要があります。

具体的には、対象品目の収穫年の４月１日から６月３０日までの間に、地方農政

局・地方農政事務所等に加入申請書を提出します。ただし、秋まき麦を作付ける農

業者（収入減少影響緩和対策に加入せず、生産条件不利補正対策のみ加入する場合

は除きます）は、その収穫前年の６月１日から８月３１日まで（１９年産の秋まき

麦については平成１８年９月１日から１１月３０日まで）の間に提出します。

Ｑ：対象者の要件を満たしているかどうかの判定は、いつの時点で行うのですか。
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Ａ：(1) 秋まき麦を作付ける農業者（収入減少影響緩和対策に加入せず、秋まき麦に

ついて毎年の生産量・品質に基づく支払も受けない場合は除きます ）は、そ。

の収穫前年の１１月３０日から交付金の交付決定までの期間

(2) その他の農業者は、対象品目の収穫年の６月３０日から交付金の交付決定ま

での期間

対象者要件を満たしている必要があります。

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

【３】地域の話題等

☆がんばるＪＡ！～ＪＡ周桑における担い手育成の取組～

（ＪＡ周桑、中国四国農政局発）

、 、 、ＪＡ周桑は 愛媛県のほぼ中央 四国連峰石鎚山の裾野に開けた道前平野にあり

旧東予市、丹原町及び小松町をエリアとしています。管内では、温暖な気候を活か

して米を中心に麦、果樹、野菜、畜産などの営農が行われています。

同ＪＡ管内では、将来的な農業者の減少や高齢化が懸念されていたことから、平

成１５年の米政策改革を機に、平成１７年までに１２の農作業受託組織を設立し、

「地域水田農業ビジョン」に地域農業を支える担い手として位置づけるとともに、

これらの組織に対して産地づくり交付金を活用した経理の一元化の指導や農地集積

の推進等に努めています。

あわせて、今般の品目横断的経営安定対策の導入を契機に、管内１２の各支所単

位で「ＪＡサポート型農業生産法人」を計１６法人立ち上げ、地域の農業を守る観

点から小規模・零細な農家もこれに参加するよう促し、本年７月までには、全ての

法人が立ち上がる予定となっています。

同ＪＡでは、こうした法人や組織に対して、税務・経理面を中心にサポートして

、 、 （ ） 、 、きており そのツールとして 法人設立費用の助成 １８年度 のほか 従来から

ＪＡの単独融資による無利子の運転資金の融通を行っており、生産資材の購入等へ

の活用が可能となっています（総枠５，５００万円、限度額：水稲４万円/１０a、

麦２．５万円/１０a 。）

更に、サポート体制としては、管内の東西南北４ヶ所に設置したサブセンターに

それぞれ４名ずつ営農指導員（経営面と生産面で２名ずつ）を配置しており、各地

域の実情に応じたきめ細かな支援を可能としています。

今後、他の地域においても、同ＪＡのように、地元での話し合いを前提としなが

らＪＡなどが中心となってこれをサポートするような取組が行われることが期待さ

れ、県や農政局においても、こうした取組を各地域に紹介していくこととしていま

す。

・問い合わせ先：ＪＡ周桑（TEL：0898-68-7800）

中国四国農政局生産経営流通部経営課（TEL：086-224-4511）
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━◇━━━━━━◆━━━━━━━◇━━━━━━━━◆━━━━━━━━◇━

★集落営農推進リーダーの活動を応援する「集落リーダー通信」を創刊！

（近畿農政局発）

近畿農政局では、集落営農の育成・確保の支援対策として「集落営農育成・確保

緊急支援事業」を活用し、集落営農推進リーダーの発掘、登用に向けた取組みを推

進しています。

４月から５月にかけては、全国に先駆け、滋賀県において農政局主催による集落

営農推進リーダー任命書交付式を実施しました。５月下旬からは、各府県担い手協

、 、 、議会において 集落営農推進リーダーの二次募集を行っており 滋賀県から２５名

兵庫県から９７名の追加応募がありました。なかでも、７月３日には、兵庫県下で

二次募集で登用する集落営農推進リーダーの任命書交付式を実施する予定です。

また、管内の各府県農政事務所では 「集落営農育成・確保緊急支援事業」によ、

、 、り任命された集落営農推進リーダーに対し 集落営農育成の関係情報の提供を行い

その活動をバックアップすることを目的に、６月から「集落リーダー通信」を発行

しています。

今後、月１回程度発行し 「リーダー」から寄せられた活動状況等も記事に盛り、

込んでいく予定です。

・問い合わせ先：近畿農政局生産経営流通部経営課（TEL：075-451-9161）

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

＜編集後記＞

毎日傘が手放せない天気が続いていますが、電車などに傘を置き忘れたことはあ

りませんか？午前は雨が降っていたのに午後は天気が回復したというときに、傘の

忘れ物が特に多いようです。

例えば、ＪＲの駅では、札幌駅で１日７０本、東京駅では１日３００本もの傘が

忘れ物として届くそうです。一方、東京駅より乗客数が多いといわれている大阪駅

では１日１００本程度とのことですので、大阪の人は置き忘れが少ないようです。

鬱陶しい天気が続きお気に入りの傘で気分をリフレッシュしている方もいらっし

ゃると思いますが、居眠りなどで慌てて電車から降りたら傘を忘れた、なんてこと

がないよう気をつけたいものです。

また、傘の場合は、一度なくしたら戻ってこないと思っている方が多いようで、

拾って届けてくれる方１００人に対して、受け取りに来る方は１人未満だとのこと

です。もし忘れてしまっても、探してみると案外見つかるかもしれません。

当メルマガでは、皆様に活用されるメルマガを目指し、担い手育成活動の優良事

例等を紹介していきます。皆様の地域での事例、ご意見、メルマガの感想等を下記

アドレスまでお寄せください。



- 6 -

▲ 電子出版：担い手育成・品目横断的経営安定対策推進メールマガジン

△ 発行日 ：随時発行（週１回程度）

△ 発行元 ：農林水産省 経営局 経営政策課

▲ お問い合わせ先の電子メールアドレス： keiei_seisaku@nm.maff.go.jp

☆このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから。

http://www.maff.go.jp/ninaite/mailmagazine.html→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

━◆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！ ◇━━━━━━━━━

～品目横断的経営安定対策を含む担い手への支援策、認定農業者数等、担い

手情報満載！！～

http://www.maff.go.jp/ninaite/→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

★━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓

┃◎メルマガ読者の皆様へ ┃

┃ 本メルマガも今号で、第３０号を迎えることができました。 ┃

┃ 配信登録してくださっている皆様に感謝を申し上げます。 ┃

┃ 引き続き、皆様に活用していただけるメルマガを目指してまいりますので、 ┃

┃ 今後とも本メルマガをご愛読のほど、よろしくお願いいたします。 ┃

┃ （メルマガ編集担当）┃

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━★


